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八
幡
村
三
段
峡
保
勝
会
が
一

九
五
三
年
に
発
行
し
た
フ
ォ
ト

ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
、
黒

淵
荘
前
の
河
原
を
対
岸
上
流
側

か
ら
撮
っ
た
写
真
で
あ
る
。 

左
上
の
樹
木
は
ケ
ヤ
キ
で
、

七
十
年
後
の
今
も
健
在
だ
。
拡

１ 

       

           

同
企
画
は
二
一
年
、
新
聞
一

ペ
ー
ジ
で
連
載
さ
れ
た
。
大
型

写
真
で
流
域
の
四
季
の
情
景
や

生
き
物
、
暮
ら
し
な
ど
を
決
定

的
な
瞬
間
や
大
胆
な
ア
ン
グ
ル

で
捉
え
、
詩
情
豊
か
に
伝
え
た
。 

 

全
倍
サ
イ
ズ
五
点
と
全
紙
サ

イ
ズ
二
十
点
が
展
示
さ
れ
、
三

段
峡
は
蓬
莱
岩
へ
上
っ
た
さ
ん

け
ん
会
員
ら
を
小
型
無
人
機
で

撮
影
し
、
迫
力
あ
る
景
観
が
紹

介
さ
れ
た
。
期
間
中
、
三
一
六
人

の
来
場
が
あ
っ
た
。 

                  
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

       

           

講
演
会
で
安
部
記
者
は
、「
太

田
川
の
長
さ
は
全
国
で
六
十
六

番
目
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
た
川 

 
 

    

探
勝
路
の
清
掃
活
動
が
六
月

四
日
、
幅
広
い
団
体
か
ら
二
十

八
人
が
参
加
し
て
、
正
面
口―

赤
滝
間
と
水
梨
口―

三
段
滝
間

の
二
班
に
分
か
れ
て
、
小
径
木

の
伐
採
や
階
段
な
ど
に
堆
積
し 

    

大
す
る
と
木
陰
で
は
学
生
か
若

者
の
団
体
が
憩
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
、
左
下
に
は
日
陰
に
座

る
女
性
た
ち
が
い
る
。 

 

手
前
に
は
丸
太
を
組
ん
だ
簡

単
な
橋
と
流
れ
が
見
え
る
。
当

時
は
正
規
で
は
な
い
道
が
至
る

所
に
あ
り
、
水
際
か
ら
の
視
点

を
提
供
し
て
い
た
。
現
在
の
秘 

 

で
は
な
い
」
と
前
置
き
し
た
上

で
、
流
域
に
は
豊
か
な
自
然
と

住
民
と
の
深
い
関
り
が
あ
っ
た

と
指
摘
し
た
。
夕
日
に
浮
か
ぶ

高
度
一
八
〇
〇
㍍
か
ら
の
河
口

の
輝
き
、
危
険
が
伴
う
豪
雪
の

恐
羅
漢
山
、
何
日
も
待
っ
た
ヤ

マ
セ
ミ
な
ど
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
連
続
だ
っ
た
と
明
か
し
た
。 

 

◆
新
聞
協
会
賞 

前
年
度
の

優
れ
た
報
道
、
企
画
に
対
し
て

日
本
新
聞
協
会
が
年
一
回
、
授

与
す
る
賞
。「
太
田
川
」
は
写
真
・

映
像
部
門
で
受
賞
し
た
。 

 

    

て
い
た
土
砂
を
撤
去
し
た
。 

参
加
し
た
団
体
は
岩
登
り
グ

ル
ー
プ
の
戸
河
内
ボ
ル
ダ
ー
、

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ

ン
（
東
広
島
市
）、
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
広
島
（
広 

  

  

境
感
あ
る
吊
り
橋
か
ら
見
え
る

光
景
と
は
違
う
、
巨
石
の
迫
力

が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

三
段
峡
は
熊
南
峰
ら
の
努
力

で
二
五
年
、
国
の
名
勝
に
指
定

さ
れ
た
。
当
初
は
芸
術
家
な
ど

名
士
の
来
峡
も
多
く
、
自
然
だ

け
で
な
く
文
化
の
場
で
も
あ
っ

た
。
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
第
二 

    

戸
河
内
小
学
校
六
年
生
の
総

合
学
習
が
あ
っ
た
六
月
二
十
六

日
、
本
宮
炎
理
事
長
が
三
段
峡

の
先
生
と
し
て
出
張
授
業
を
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
人
と
の
つ
な

が
り
か
ら
地
域
の
よ
さ
を
み
つ

け
よ
う
～
戸
河
内
偉
人
伝
～
」。 

 

児
童
は
熊
南
峰
や
斎
藤
露
翠

に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
が
、
担

任
の
西
村
美
雪
教
諭
か
ら
「
資

料
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
」
と 

 

島
市
）
と
飲
食
店
メ
ン
バ
ー
の

流
川
さ
ん
け
ん
部
。 

 

戸
河
内
ボ
ル
ダ
ー
は
日
ご
ろ

活
動
し
て
い
る
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
参

加
を
呼
び
か
け
た
。
パ
タ
ゴ
ニ

ア
の
田
守
悠
人
さ
ん
は
「
多
様

な
団
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。 

  
 

 

  

次
大
戦
後
に
は
、
団
体
の
来
峡

が
増
え
観
光
地
に
な
っ
た
。 

そ
れ
で
も
効
率
を
重
視
し
て

風
景
を
損
ね
か
ね
な
い
道
の
拡

幅
な
ど
は
し
な
か
っ
た
。「
南
峰

イ
ズ
ム
」
が
受
け
継
が
れ
た
か

ら
だ
ろ
う
。
三
段
峡
が
再
び
文

化
性
を
高
め
る
大
切
な
ヒ
ン
ト

だ
と
思
う
。 

 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   

さ
ん
け
ん
へ
相
談
が
あ
っ
た
。 

 

授
業
で
は
南
峰
、
露
翠
だ
け

で
な
く
後
藤
吾
妻
や
河
本
柏
人

ら
様
々
な
人
の
関
わ
り
と
協
力

で
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
物
語
を

伝
え
た
。
伊
藤
義
斗
君
は
「
三
段

峡
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
も
っ
と
調
べ
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
た
。 

    
 

 

「
環
境
の
日
ひ
ろ
し
ま
大
会
」

が
六
月
十
八
日
、
広
島
市
の
基

町
ク
レ
ド
で
開
か
れ
、
さ
ん
け

ん
は
ひ
ろ
し
ま
地
球
環
境
フ
ォ

ー
ラ
ム
か
ら
の
呼
び
か
け
で
ブ

ー
ス
を
出
展
し
た
。 

 

              

広
大
さ
ん
け
ん
部
の
カ
タ
ツ

ム
リ
な
ど
の
博
物
展
示
と
生
原

商
店
と
協
業
す
る
瀬
戸
内
コ
ン

ポ
ス
ト
を
出
品
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
こ
の
夏
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
す
る
三
段

峡
野
外
博
物
館
ツ
ア
ー
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

ル
を
し
て
い
る
。
六
月
に
は
ラ
ン

の
盗
掘
報
告
が
あ
っ
た
。
三
段
峡

は
落
ち
葉
を
含
め
一
切
の
動
植

物
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
特
別
保
護
地
区
で
あ
る
。 

   

植物の世界へ惹かれる  
大本 武さん 

 

広島大学工学部４年生、社会

基盤環境工学プログラムの環

境保全工学研究室に所属。広大

さんけん部の副部長。三段峡へ 

は昨年 10月、初めて入った。  

ＬＯＵＰＥの開設準備では、さんけんを紹介

するパネルのデザイン統一に携り、三段峡の生

き物のお土産用キーホルダーを開発している。

渓谷の草花を見るたび、日常から切り離される

感覚になると言う。スミレ観察会を企画した。

生き物の観察と自然を通した子供達との触れ

あいに関心がある。地域外からの視点で三段峡

の価値を見つけ、高めたいと思っている。（錬） 

 

この人 
人 

▼
持
ち
出
し
厳
禁 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

三
段
峡
は
景
観
を
楽
し
む
と

い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
季
節
ご

と
に
貴
重
な
動
植
物
を
観
察
で

す 

  

一口メモ 

き
る
場
で
も
あ
る
。
リ
ピ
ー
タ

ー
も
多
い
。
そ
の
中
に
さ
ん
け

ん
植
物
部
の
メ
ン
バ
ー
が
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
盗
掘
を

防
ぐ
た
め
の
調
査
、
パ
ト
ロ
ー 

    

黒
淵
荘
の
ケ
ヤ
キ
今
も
健
在 

水
際
に
木
橋  

 

（８） 

 

四
季
鮮
や
か 

詩
情
豊
か
に 

安
部
慶
彦
記
者 

「川
と
住
民
、
深
い
関
り
」 

 

探
勝
路
清
掃 

参
加
団
体
の
幅
広
が
る 

二
十
八
人
が
小
径
木
伐
採
や
土
砂
撤
去 

戸
河
内
小
で
「三
段
峡
」の
出
張
授
業 

本
宮
理
事
長 

名
勝
指
定
の
物
語
伝
え
る 

 

二
〇
二
二
年
度
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
中
国
新
聞
の
写
真
連
載
企
画

「
太
田
川 

恵
み
と
営
み
」
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
が
、
六
月
十
七
日
か
ら
三

十
日
ま
で
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
展
示
さ
れ
た
。
十
七
日
に
は
連
載
を
担
当
し
た

安
部
慶
彦
記
者
が
「
巡
る
水
と
命 

輝
き
を
未
来
へ
」
と
題
し
て
講
演
し
、

企
画
の
狙
い
や
太
田
川
へ
の
思
い
を
語
り
、
撮
影
の
苦
労
話
を
披
露
し
た
。 

    

環
境
の
日
ひ
ろ
し
ま
大
会 

ブ
ー
ス
出
展
、
Ｐ
Ｒ 

同園 

写真展・講演会を開催 

2022 年度新聞協会賞 

「太田川 恵みと営み」 

 

連載の狙いについて語る安部記者（中央） 

広島市植物公園の協力で１０～１５種
類の変化アサガオを展示します。 

7/28(金)～8/6(日)・10時～16時／LOUPE 

講演会 「変化アサガオの楽しみ方」 
広島市植物公園 栽培・展示課技師 山本晃弘氏 
８/６（日）１０時～/LOUPE 会費５００円（抹茶付） 

 

変化アサガオ展 


